
 

質の高い児童通所支援の提供体制の構築について 

 

 

１ 取組の目的・内容 

障害児通所支援事業所における支援の質の向上を図るため、専門職等による事業所の巡

回支援を行い、一人ひとりに寄り添った療育の提供を目指す。また、事業所向け研修等を

実施し、支援の質の向上を図る。 

さらに、本取組を保護者にも周知・啓発及び療育の魅力を伝える取組も実施し、こども

を中心とした、家庭・事業所・行政のチームでこどもを支援する体制を市内全体に広げて

いく。今後、保護者が事業所を選択できるように、事業所の調査結果等を公表することも

見据え、取組全体を「あかし療育図鑑」と呼称して、事業を展開している。 

 

２ 取組全体の流れ 

年度 内容 

令和５年度 ・有識者会議（学識経験者・福祉関係者・行政）を開催し、巡回支援の

実施方法の検討・調査項目・評価基準作成 

・障害児通所支援事業所巡回支援事業を実施（21施設） 

・研修会「発達障害支援通所事業所に求められるもの」 

（集合形式：55事業所・116人） 

・保護者向けアンケート調査実施（回答者数 882人、回答率 44.4％） 

令和６年度 ・障害児通所支援事業所巡回支援事業を実施（75施設） 

・研修会「発達が気になる子の支援の質の向上のために」 

（オンライン形式・後日動画配信：47事業所・91人） 

・研修会「虐待防止への取組み・児童への関わり方について」 

（集合形式：32事業所・48人） 

令和７年度 ・障害児通所支援事業所巡回支援事業を実施（9施設）予定 

・研修会「ペアレント・トレーニングの視点から家族支援や本人支援

を考える」（オンライン形式） 

・巡回支援による評価結果のフィードバック 予定 

※参加事業所数、人数には、相談支援事業所等を含む。 

 

３ 令和８年度の主な取組 

・事業所においてバージョンアップ（質の向上に向けた改善）への取組 

・事業所評価や事業所からのニーズに応じた支援の質の向上に資する研修を実施 

・事業所情報の公表に向けた取組 

・障害児通所支援事業所巡回支援の継続（新規事業所等） 

【資料３】 


